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1. テスト概要

評価対象 ：「Warikan」割り勘を支援するためのスマートフォンアプリケーション
担当テスト：   システムテスト

テストの目的
1.用途を満たしていること
2.リリースできる品質であること
3.テストベースへ改善のフィードバックを行うこと

チームの責務
1.高頻度の仕様変更、リリースに対応すること
2.テストの再現性を確保すること
3.アジリティ重視の開発のため、テスト活動の工数はなるべく小さく実施すること

※出典：ASTER U-30 テスト設計コンテスト テストプロジェクト要求補足書 2025 Ver.1.0
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2.テスト設計のプロセス

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

テスト
手順書作成
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2-1.テスト要求分析

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

テスト
手順書作成
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2-1. テスト要求分析 -利用分析-

分析対象：支払い割合を調整し集金を行う人（幹事）

①飲み会/食事会で飲食を行う
②幹事は参加者の支払金額を提示する
③参加者は幹事に提示された金額を払う
④幹事は誰がいくら払ったか記録する
⑤幹事は徴収した金額に過不足がないことを確認してお店に支払いをする
⑥全体を通して問題がないことを確認して閉会する

ユーザーの行動
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2-1. テスト要求分析 -利用分析-

スマホの操作が苦手な

年配者の幹事

• 大きな文字とシンプル

なUI

• 簡単で直感的な操作

酔っていても素早く

集金したい幹事

• 簡単で直感的な操作

• シンプルで誤操作

しにくいUI

• 後で履歴を確認したい

学生グループの幹事

• 電子決済を利用した

素早く正確な集金

ペルソナ

ニーズ
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2-1. テスト要求分析 -利用分析-

利用分析

直感的に操作できる
操作性

シンプルで
扱いやすいUI

ジャスPayによる集
金が正確にできる

計算結果を正確に記
録し確認できる

正確に素早く割り勘
ができる
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2-1. テスト要求分析 ‐テスト方針-

利用分析

要求

補足書

システムテスト

の方針

システムテストの目的
チームの責務
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2-1. テスト要求分析 ‐テスト方針-

ユーザーの利用場面に重点を
置いて操作性を保証する

テスト成果物を
資産化して管理する

具体的テストケースの
作成まで落とし込む

ユーザー操作に基づく
システム品質を確認する
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2-1. テスト要求分析 ‐テスト観点洗い出し-

品質特性

マインドマップ

観点を洗い出す

高：当たり前品質やメイン機能が関連する観点
中：機能としては問題ないが、ユーザー操作性に影響があるもの
低：直接動作に影響がないものや、一定の設定上なら動作するもの

優先度

テストの実行順やアジリティ施策に利用することができる

テスト観点一覧
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・アプリの動作
・仕様

2-1. テスト要求分析 ‐機能抽出-

テストベースの機能からチームの責務とテスト担当範囲以外を除外

テスト
ベース

・チームの責務
・テストの担当範囲

要求補
足書

ID テストの実施
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2-1. テスト要求分析 ‐パフォーマンス基準値測定一覧作成-

ID 基準値

UXガイドラインを参考に基準値を作成

・Material Design
・Mobile UX Best Practices
・Core Web Vitals
・Android Vitals
・Energy Efficiency Guide
・Jakob NielsenのUX原則
→公式ガイドラインやUX研究を参照
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2-2.テストアーキテクチャ設計

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

手順書作成
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2-2. テストアーキテクチャ設計 ‐テストタイプの策定-

ユーザー操作に基づく
システム品質を

確認する

ユーザーの利用場面に
重点を置いて
操作性を保証

機能テスト

シナリオテスト

パフォーマンステスト

ユーザビリティテスト

テストタイプ

テスト観点

機能観点

機能単体

複合機能

機能に関するテスト観点を分類

非機能観点

パフォーマンス観点

UX観点

機能に関するテスト観点以外を分類
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2-2. テストアーキテクチャ設計 ‐機能観点マトリクス-

テスト観点

テ
ス
ト
対
象
機
能

機能と観点をマトリクス化

抜け漏れがない
詳細設計の作成が可能になる
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2-3.テスト詳細設計

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

テスト
手順書作成
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2-3. テスト詳細設計 ‐テストケース作成-

デシジョンテーブル 同値分割法 境界値分析

各テストタイプのテストケースを作成

アジリティの確保
無駄なテストをしないようにした

複数のテスト設計技法を活用した
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2-4.テスト実装

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

テスト
手順書作成
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2-4.テスト実装 ‐テスト手順書作成-

入力データ

ID
期待結果手順

専門知識がなくてもドキュメントを読めば
テスト実施可能レベルまで明確化

テスト実行者が変わっても
テストの再現性を確保できる
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3. まとめ -方針に対しての結果（1/2）-

ユーザー操作に基づくシステム品質を確認する

テスト観点

ユーザビリティテスト

パフォーマンステスト

ユーザーの操作性
に関する観点

ユーザー利用場面に重点を置いて操作性を保証する

シナリオテスト
主要な操作手順を

再現

実装されている各機能
を一連の流れとして
利用できることを確認
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3. まとめ -方針に対しての結果（2/2）-

具体的テストケースの作成まで落とし込む

テストケース
ドキュメントを読めば
テストが実施可能
レベルまで明確化

・前提条件
・入力データ
・操作手順
・期待結果

テスト成果物を資産化して管理する

ドキュメント全体
IDを記載

ドキュメント全体を
通してトレーサビリティ

を確保



ご清聴ありがとうございました
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